
「
特
攻
攻
擊
」
と
日
本
海
軍
に
つ
き
思
ふ
（
上
）  加

藤 

淳
平 

八
月
な
れ
ば
、
月
並
み
の
こ
と
な
る
も
、
先
の
戰
爭
に
お
け
る
特
攻
作
戰
、
及
び
日
本
海
軍
の
冒
し
た
る

失
策
、
延
い
て
は
日
本
軍
が
問
題
に
つ
き
一
言
せ
ん
。 

八
月
八
日
の
讀
賣
新
聞
に
、
或
る
女
性
兒
童
文
學
者
の
、
生
ま
る
る
前
に
、
特
攻
攻
擊
に
死
し
た
る
伯
父

を
、
偲
ぶ
記
事
あ
り
。
今
は
明
ら
か
に
な
れ
る
伯
父
の
、
最
後
の
特
攻
攻
擊
の
模
樣
を
記
す
。 

兒
童
文
學
者
が
伯
父
、
海
軍
兵
學
校
出
身
の
、
練
達
の
航
空
士
官
な
り
き
。
指
揮
す
る
特
攻
機
隊
、
昭

和
二
十
年
五
月
十
四
日
早
朝
、
各
機
五
百
キ
ロ
の
、
爆
彈
を
積
み
た
る
零
戰
に
て
、
鹿
兒
島
縣
鹿
屋
基
地
よ

り
出
擊
す
。
敵
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
接
近
す
る
も
、「
特
攻
機
は
次
々
と
擊
墜
せ
ら
れ
、
殘
存
せ
る

は
、
伯
父
の
隊
長
機
一
機
の
み
と
な
れ
り
。
伯
父
は
敵
の
攻
擊
を
搔
い
く
ぐ
り
て
、
雲
中
に
逃
げ
込
み
、
機

を
窺
ひ
た
る
も
、
や
が
て
雲
間
よ
り
飛
び
出
し
、
迎
擊
の
隙
を
衝
き
て
高
度
を
下
げ
、
目
標
よ
り
逸
れ
ん
と

す
る
機
體
を
反
轉
せ
し
め
、
背
面
飛
行
に
て
、
軌
道
を
替
へ
突
っ
込
み
て
、
爆
發
に
よ
り
、
敵
側
乘
組
員
十

四
名
を
戰
死
せ
し
め
た
り
」
と
ぞ
。 

讀
み
て
感
あ
り
。
戰
史
に
據
ら
ば
、
日
本
軍
の
特
攻
攻
擊
、
昭
和
十
九
年
十
月
、
レ
イ
テ
戰
よ
り
開
始
せ

ら
る
。
當
初
は
米
軍
に
取
り
、
豫
想
せ
ざ
り
し
作
戰
な
れ
ば
、
相
當
の
戰
果
を
收
む
。
さ
れ
ど
日
本
軍
の
特

攻
攻
擊
續
き
て
、
損
害
少
か
ら
ざ
れ
ば
、
米
軍
、
如
何
に
卽
應
す
べ
き
か
を
、
急
ぎ
硏
究
し
、
對
應
策
を
講

ぜ
り
。
さ
れ
ば
レ
イ
テ
戰
よ
り
半
年
後
の
、
五
月
の
沖
繩
戰
頃
に
は
、
米
軍
が
、
日
本
の
特
攻
攻
擊
へ
の
對

應
策
、
已
に
有
效
な
る
も
の
と
な
れ
る
に
非
ず
や
。
尠
く
と
も
、
米
軍
側
が
戰
闘
記
錄
に
據
り
た
る
と
覺
し

き
、
上
の
記
錄
を
讀
ま
ば
、
然
く
考
へ
ざ
る
を
得
ず
。 

米
軍
が
對
應
策
、
戰
史
の
記
述
に
從
は
ば
、
次
の
如
し
。
電
探
に
よ
る
索
敵
技
術
の
精
度
を
高
め
、
日
本

軍
機
接
近
せ
ば
、
直
ち
に
迎
擊
機
を
發
進
せ
し
む
。
日
本
軍
機
が
主
要
目
標
、
空
母
な
れ
ば
、
空
母
周

邊
、
廣
き
範
圍
に
亙
り
、 

驅
逐
艦
等
の
補
助
艦
艇
多
數
を
配
置
す
。
一
に
對
空
砲
火
の
彈
幕
を
張
り
て
、
空
母
を
護
衞
し
、
二
に
迅

速
な
る
操
船
行
動
に
よ
り
、
日
本
軍
機
の
動
き
を
混
亂
せ
し
め
、
三
に
日
本
軍
が
特
攻
攻
擊
を
向
く
る
爲
に

し
て
、
現
に
戰
史
は
、
特
攻
機
の
命
中
に
よ
り
、
沈
没
せ
る
米
艦
、
空
母
よ
り
驅
逐
艦
の
、
遥
か
に
多
き
を

記
錄
す
。 

祖
國
が
爲
に
、
己
が
生
命
を
犧
牲
に
せ
る
特
攻
攻
擊
な
れ
ば
、
我
が
如
き
後
世
の
無
責
任
な
る
者
、
輕
々

に
、
批
判
的
言
辭
を
列
ぬ
る
を
、
遠
慮
す
べ
き
も
、
敢
へ
て
後
世
の
者
が
特
權
に
よ
り
、
不
遜
の
言
を
弄

せ
ば
、
上
の
敵
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
對
す
る
特
攻
攻
擊
、
些
か
の
戰
果
を
擧
げ
た
る
と
雖
も
、
戰



果
の
、
我
が
軍
が
犧
牲
に
、
均
衡
せ
り
と
は
思
は
れ
ず
。
さ
れ
ば
作
戰
、
成
功
な
り
し
と
、
斷
じ
得
ざ
る

に
非
ず
や
。 

次
々
と
、
擊
墜
せ
ら
れ
た
る
特
攻
機
、
何
れ
も
、
操
縱
技
術
未
熟
な
る
少
年
航
空
兵
の
、
操
縱
機
と
覺

し
き
が
、
容
易
に
、
迎
擊
機
が
標
的
と
な
り
し
は
、「
無
駄
死
に
」
に
外
な
ら
ず
と
、
言
ふ
べ
き
か
。
當
時

の
日
本
に
は
、
操
縱
訓
練
が
爲
の
練
習
機
も
、
練
習
機
の
燃
料
も
、
更
に
訓
練
指
導
に
當
る
べ
き
敎
官
も
、

已
に
拂
底
し
、
少
年
航
空
兵
等
の
、
操
縱
技
術
を
向
上
せ
し
む
る
は
、
至
難
の
こ
と
と
な
り
居
れ
ば
、
海

軍
指
導
部
、
未
熟
な
る
操
縱
技
術
の
、
少
年
航
空
兵
等
の
操
縱
機
な
り
と
雖
も
、
數
機
は
、
米
軍
機
が
迎

擊
を
凌
ぎ
て
、
目
標
に
到
達
せ
む
と
の
、
推
測
の
下
に
、
出
擊
せ
し
め
た
る
か
。
さ
れ
ど
斯
か
る
推
測
、

米
軍
側
の
、
對
特
攻
機
卽
應
態
勢
が
嚴
し
さ
を
、
正
確
に
判
斷
し
得
ざ
り
し
責
め
を
、
免
れ
得
ざ
ら
む
。 

ま
た
隊
長
機
が
操
縱
技
倆
を
見
る
に
、
斯
か
る
卓
越
せ
る
操
縱
技
倆
を
、
備
へ
た
る
操
縱
士
、
海
軍
全
軍

に
、
果
し
て
何
人
あ
り
や
。
多
數
あ
り
し
と
は
思
は
れ
ず
。
多
年
の
訓
練
に
よ
り
、
養
成
せ
る
斯
か
る
優

秀
な
る
操
縱
士
を
、 

唯
一
度
の
特
攻
攻
擊
に
、
消
耗
せ
る
は
、
人
材
の
「
無
駄
遣
ひ
」
に
非
ざ
る
や
。
貴
重
な
る
人
材
の
、
效

率
的
活
用
は
、
特
攻
攻
擊
な
ら
で
、
通
常
攻
擊
に
反
復
出
擊
せ
し
む
る
か
、
ま
た
は
敎
官
と
し
て
、
少
年
飛

行
兵
が
訓
練
と
養
成
に
、
從
事
せ
し
む
る
か
の
、
何
れ
か
な
ら
ず
や
。 

未
熟
な
る
技
術
の
少
年
航
空
兵
等
を
、「
無
駄
死
に
」
せ
し
め
た
る
は
、
大
東
亞
戰
爭
全
體
を
通
じ
、
緒

戰
を
除
き
て
、
我
が
軍
の
常
に
冒
し
た
る
誤
り
な
り
。
情
報
の
閑
却
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
、
甘
き
情
勢
判

斷
、
敵
方
の
力
の
過
小
評
價
と
、
我
が
方
が
力
の
過
大
評
價
、
戰
果
の
誇
大
視
、
人
命
輕
視
等
、
現
在
の
日

本
の
、
大
東
亞
戰
爭
史
に
、
反
省
を
籠
め
て
、
反
復
記
述
せ
ら
る
れ
ば
、
改
め
て
強
調
す
る
必
要
無
か
ら
む
。 

さ
れ
ど
卓
越
せ
る
技
倆
を
、
備
へ
た
る
人
材
の
「
無
駄
遣
ひ
」
は
、
指
摘
せ
ら
る
る
こ
と
、
稀
な
る
に
非

ず
や
。 

少
年
航
空
兵
等
を
死
な
し
む
る
な
ら
ば
、
熟
練
の
隊
長
も
亦
死
す
べ
し
と
の
、
今
の
日
本
と
も
共
通
す
る
、

觀
念
的
「
平
等
主
義
」
の
弊
、
こ
こ
に
無
き
や
。 

特
攻
作
戰
は
、
そ
を
推
進
せ
る
大
西
瀧
治
郎
海
軍
中
將
の
言
の
如
く
、
絶
對
非
常
時
に
限
り
、
採
る
べ

き
「
外
道
の
作
戰
」
に
し
て
、
輕
々
に
用
ふ
る
可
か
ら
ざ
る
は
、
大
西
等
、
當
時
の
海
軍
指
導
部
も
、
よ
く

辨
へ
た
る
と
こ
ろ
な
り
き
。
昭
和
十
九
年
秋
の
レ
イ
テ
作
戰
に
、
特
攻
攻
擊
敢
行
せ
る
は
、
レ
イ
テ
こ
そ
、

日
本
軍
が
最
後
の
決
戰
な
れ
と
の
、
判
斷
あ
り
し
故
な
れ
ば
、
理
解
し
得
ざ
る
に
非
ず
。
さ
れ
ど
レ
イ
テ
作

戰
の
、
不
首
尾
に
終
り
た
る
後
も
、
ず
る
ず
る
と
、
同
じ
き
作
戰
を
繼
續
せ
る
に
は
、
嚴
し
く
責
め
を
、
問

ふ
べ
き
に
非
ず
や
、
と
の
疑
問
あ
り
。
況
ん
や
米
軍
が
、
特
攻
攻
擊
へ
の
對
應
態
勢
、
整
ひ
た
る
を
、
知
ら

ざ
り
し
に
非
ざ
る
に
於
て
を
や
。 

大
東
亞
戰
爭
中
の
海
軍
、
特
に
聯
合
艦
隊
は
、
昭
和
十
八
年
の
、
暗
號
解
讀
に
よ
る
山
本
五
十
六
司
令
長



官
戰
死
等
、 

數
々
の
失
態
を
冒
せ
り
。
翌
昭
和
十
九
年
三
月
に
、
南
洋
群
島
、
パ
ラ
オ
に
あ
り
し
聯
合
艦
隊
司
令
部
、

米
軍
が
攻
擊
意
圖
を
誤
認
し
、
怱
々
の
う
ち
に
、
山
本
が
後
任
の
古
賀
峯
一
長
官
、
福
留
繁
參
謀
長
、
そ
の

他
司
令
部
參
謀
等
と
も
に
、
打
ち
揃
ひ
て
、
二
機
の
水
上
艇
に
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
避
難

 

せ
ん
と
し
、
途
中
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
島
に
て
、
事
故
に
逢
へ
り
。 

古
賀
長
官
、
搭
乘
せ
る
水
上
艇
墜
落
し
て
、
殉
職
す
。
福
留
繁
參
謀
長
と
參
謀
等
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ

ブ
島
に
不
時
著
し
、
米
軍
士
官
指
揮
下
の
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
ゲ
リ
ラ
軍
が
捕
虜
と
な
り
て
、
暗
號
表
、
そ
の

後
の
作
戰
計
劃
等
の
、
機
密
書
類
を
奪
は
れ
た
る
も
、
解
放
後
、
東
京
に
て
受
け
た
る
査
問
に
、
捕
虜
と
な

り
た
る
、
機
密
書
類
を
失
ひ
た
る
等
、
全
て
の
事
實
に
つ
き
、
或
い
は
過
少
視
し
、
或
い
は
隱
蔽
・
否
認
せ

し
か
ば
、
暗
號
も
、
作
戰
計
劃
も
變
更
せ
ら
れ
ず
、
日
本
軍
は
、
當
初
計
劃
通
り
に
、
作
戰
を
續
行
せ
り
。 

米
軍
、
日
本
軍
が
機
密
書
類
を
入
手
せ
る
を
、
祕
匿
せ
ん
た
め
、
樣
々
な
る
措
置
を
取
り
つ
つ
、
以
後

の
日
本
軍
が
行
動
計
畫
を
、
航
空
機
及
び
海
軍
艦
艇
の
、
參
加
機
數
・
艦
數
、
兵
員
の
人
數
よ
り
、
指
揮
官

の
名
ま
で
、
全
て
を
知
悉
し
て
、
作
戰
を
實
施
し
た
れ
ば
、
こ
れ
以
後
の
、
太
平
洋
に
於
け
る
戰
闘
は
、
米

軍
不
敗
と
な
れ
り
。 

福
留
の
、
東
京
に
て
の
査
問
を
、
切
抜
け
た
る
後
、
海
軍
は
一
切
を
不
問
に
附
し
、
こ
の
人
を
、
特
攻
攻

擊
の
總
指
揮
官
に
榮
轉
せ
し
む
。
特
攻
作
戰
開
始
以
後
、
海
軍
が
戰
果
報
告
の
、
誇
大
な
る
を
疑
ひ
た
る

大
本
營
、
海
軍
報
告
通
り
に
は
、
戰
果
を
公
表
せ
ざ
り
し
に
、
福
留
、
海
軍
を
代
表
し
て
、
大
本
營
に
嚴

重
抗
議
せ
り
。
そ
が
爲
に
大
本
營
、
以
後
海
軍
が
報
告
を
そ
の
儘
公
表
し
、
情
勢
判
斷
、
及
び
そ
の
後
の

作
戰
を
誤
ら
し
む
。 

特
に
福
留
が
司
令
官
と
し
て
、
指
揮
せ
る
昭
和
十
九
年
十
月
の
「
臺
灣
沖
航
空
戰
」、
實
際
に
は
、
米
軍

が
損
害
、
極
め
て
輕
微
な
り
き
。
さ
れ
ど
福
留
が
戰
果
報
告
、
誇
大
に
し
て
、
大
本
營
、
そ
れ
に
基
づ
き
、

米
軍
機
動
部
隊
に
、
壞
滅
的
打
擊
を
、
與
へ
た
る
が
如
き
發
表
を
行
へ
り
。
米
軍
側
、
何
故
に
日
本
軍
が
、

斯
く
も
誇
大
に
、
戰
果
を
誤
認
せ
る
や
を
、
訝
り
つ
つ
も
、
恰
好
の
冗
談
の
種
と
す
。
海
軍
幹
部
は
、
實

情
を
知
ら
ざ
る
に
あ
ら
ざ
り
し
か
ど
も
、
海
軍
の
面
子
あ
れ
ば
、
そ
を
陸
軍
に
知
ら
し
め
ず
。 

こ
れ
に
よ
り
陸
軍
は
、
米
軍
主
力
が
戰
力
、
大
幅
に
低
下
せ
り
と
の
、
誤
れ
る
前
提
の
下
に
、
ル
ソ
ン
決

戰
の
計
劃
を
、
レ
イ
テ
に
於
け
る
決
戰
に
變
更
し
、
レ
イ
テ
、
ル
ソ
ン
と
も
に
、
大
敗
を
喫
す
。
敗
戰
後
の

米
軍
が
記
錄
に
據
ら
ば
、
日
本
軍
が
當
初
計
劃
に
從
ひ
、
ル
ソ
ン
に
戰
力
を
集
中
し
て
戰
ひ
た
り
と
せ
ば
、

米
軍
が
侵
攻
を
、
少
く
と
も
數
箇
月
は
、
遲
延
せ
し
め
得
た
る
こ
と
、
明
ら
か
と
な
れ
り
。
大
東
亞
戰
が
歸

趨
、
福
留
が
誇
大
報
告
、
及
び
海
軍
報
告
を
尊
重
せ
よ
と
の
、
申
入
れ
に
よ
り
、
斯
く
誤
ら
し
め
ら
れ
た
り
。 

福
留
、
海
軍
大
學
首
席
卒
業
の
秀
才
な
り
き
。
學
業
優
秀
者
の
、
時
に
實
戰
の
愚
將
な
る
例
あ
れ
ど
、
そ



が
好
例
な
ら
ず
や
。
學
校
に
て
學
び
た
る
通
り
の
「
大
艦
巨
砲
主
義
」
と
「
艦
隊
決
戰
」
に
固
執
し
、
大
東

亞
戰
が
終
末
近
く
ま
で
、
航
空
戰
が
重
要
性
を
、
理
解
し
得
ざ
り
き
。
斯
か
る
愚
將
の
、
海
軍
が
要
職
を
占

め
た
る
、
豈
日
本
が
不
幸
の
一
つ
な
り
し
と
、
言
は
ざ
る
べ
け
ん
や
。
さ
れ
ど
こ
の
人
、
自
ら
が
責
任
を
逃

れ
ん
と
す
る
に
、
執
念
深
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
て
捕
虜
と
な
り
し
に
よ
り
、
日
本
の
軍
事
機
密
を
、
米
軍
が

入
手
せ
る
事
實
の
、
廣
く
知
ら
れ
た
る
敗
戰
後
も
、
尚
自
ら
著
し
た
る
著
書
等
に
よ
り
、
自
分
の
責
任
を
、

否
認
せ
ん
と
努
め
た
り
。 

福
留
、
大
西
瀧
治
郎
と
と
も
に
、
特
攻
作
戰
實
施
の
、
最
高
責
任
者
な
れ
ど
、
若
き
特
攻
隊
員
に
、
同

情
の
言
葉
を
發
し
た
る
記
錄
無
し
。
大
西
瀧
治
郎
、
及
び
そ
の
他
の
海
軍
幹
部
に
、
敗
戰
後
自
死
せ
る
者
多

し
。
自
死
ま
で
に
至
ら
ず
と
も
、
多
く
は
責
任
を
感
じ
、
或
い
は
沈
黙
を
守
り
、
或
い
は
行
動
を
愼
み
た
り
。

さ
れ
ど
福
留
は
然
ら
ず
。
東
京
に
於
け
る
査
問
直
後
の
一
夜
、
海
軍
幹
部
等
、
福
留
を
海
軍
省
の
一
室
に
放

置
し
、
密
か
に
自
死
を
期
待
せ
る
も
、
福
留
に
自
死
の
氣
配
無
か
り
し
と
ぞ
。
戰
後
は
し
ゃ
あ
し
ゃ
あ
と
、

自
分
が
海
軍
の
代
表
な
る
が
如
く
振
舞
ひ
、
舊
海
軍
軍
人
が
親
睦
會
、
水
交
社
の
代
表
等
を
勤
む
。 

こ
の
人
、
生
來
感
受
性
鈍
き
人
に
し
て
、
物
事
を
眞
劍
に
突
き
詰
む
る
こ
と
な
く
、
何
事
に
も
、
無
頓
著

な
り
し
に
非
ず
や
。
職
務
上
は
、
大
西
瀧
治
郎
が
上
官
と
し
て
、
特
攻
作
戰
實
施
の
最
高
責
任
者
な
り
し
も
、

特
攻
作
戰
に
も
、
日
本
の
敗
戰
に
も
、
さ
し
て
惱
み
た
る
形
跡
無
し
。
現
役
軍
人
の
頃
よ
り
、
肥
滿
體
に
て
、

捕
虜
と
な
り
て
後
、
解
放
せ
ら
れ
た
る
時
も
、
ゲ
リ
ラ
側
は
、
負
傷
し
た
る
肥
滿
體
の
福
留
が
、
擔
架
を
擔

が
し
む
る
爲
、
屈
強
な
る
男
數
人
を
要
せ
り
と
傳
ふ
。 

海
軍
部
内
の
附
合
ひ
に
は
、
長
け
た
る
人
に
て
、
敵
の
捕
虜
と
な
り
、
重
要
書
類
を
失
ひ
た
る
責
任
、

最
終
的
に
は
問
は
れ
で
、
却
り
て
要
職
に
昇
進
せ
る
も
、
平
素
の
、
部
内
の
附
合
ひ
の
、
好
か
り
し
お
蔭
な

ら
ず
や
。 

（
令
和
二
年
八
月
二
十
五
日
受
附
） 

 


